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日本共産党野洲市委員会 
２００６年９月 24 日 №９８ 

市会議員 小菅六雄    

市会議員 野並享子   
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９
月
定
例
市
議
会
は
、

議
案
の
詳
細
を
審
査
す
る

常
任
委
員
会
の
審
議
が
２

０
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
初
日
の
２
０
日
に
は
、

総
務
常
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
な

か
で
特
徴
的
だ
っ
た
の

が
、
平
成
１
７
年
度
一
般

会
計
決
算
審
議
の
な
か
で

の
同
和
行
政
の
問
題
で

す
。 

 

野
洲
市
で
も
、
同
和
対

策
事
業
は
、
長
年
、
市
民

や
地
区
の
み
な
さ
ん
、
ま

た
、
行
政
の
取
り
組
み
で

大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。 

こ
の
成
果
と
到
達
に
立

っ
て
、
同
和
行
政
は
終
結

す
べ
き
時
期
と
な
っ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
市
は
、

い
ま
な
お
、「
差
別
あ
る
限

り
必
要
」
と
し
て
、
制
度

的
に
も
予
算
的
に
も
「
特

別
対
策
」
を
存
続
し
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
市
民

の
目
線
か
ら
見
て
も
納
得

で
き
な
い
事
業
推
進
が

多
々
あ
り
ま
す
。 

 

野
洲
市
で
は
、
固
定
資

産
税
の
減
免
（
５
０
％
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市

条
例
で
は
、「
納
期
限
の
７

日
前
ま
で
に
減
免
申
請
を

行
う
」
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
実
際
は
、

減
免
申
請
を
求
め
ず
、
別

に
定
め
る
「
要
綱
」
に
よ

り
「
還
付
方
式
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
条

例
の
定
め
に
反
す
る
も
の

で
す
。 

ま
た
、
特
定
の
運
動
団

体
で
あ
る
部
落
解
放
同
盟

が
主
催
す
る
集
会
へ
の
参

加
に
補
助
金
を
出
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
地
域

総
合
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
管

理
に
つ
い
て
は
、
他
の
市

施
設
（
庁
舎
や
分
庁
舎
、

ま
た
、
図
書
館
な
ど
）
が

入
札
で
清
掃
業
者
を
決
め

 

 ９月５日から始まりました定例市議会は２８日までです。２５日以
降は、環境経済建設常任委員会と２８日の本会議です。傍聴は、どな
たでもできます。ぜひともお越しください。 

 
 
２１日（木） 文教福祉常任委員会 
２２日（金） 文教福祉常任委員会 
２５日（月） 環境経済建設常任委員会 
２６日（火） 環境経済建設常任委員会 
２８日（木） 本会議（討論、採決） 

 小泉構造改革で連続する増税や社会保障制度の改悪のもと、「社会的格差の広

がり」が顕著です。とりわけ、自立支援制度では、１割負担で「サービス辞退」

まで発生しています。また、介護保険でも、福祉用具の取り上げや保険料負担

の値上げです。 
 日本共産党市議団は、政府への改悪阻止を自治体として要求することを求め

るとともに、市独自の補助、減額・免除制度を要求しています。２１～２２日
の文教福祉常任委員会でも実現めざしがんばります。傍聴にお越しください。

て
い
る
の
と
は
異
な
り
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
就

労
対
策
」
と
い
う
名
の
も

と
、「
随
意
契
約
」
で
、
高

い
契
約
金
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
小
菅
市
議
は
、
委

員
会
審
議
で
、
こ
れ
ら
の

問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た

が
、
市
当
局
は
全
体
と
し

て
、「
適
正
」
を
強
調
す
る

答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。 

 

今
議
会
で
は
、
日
本
共

産
党
議
員
団
以
外
の
議
員

か
ら
も
、「
同
和
行
政
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
、
終
結

や
見
直
し
を
求
め
る
立
場

か
ら
の
質
問
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
こ
れ
は
市
民
の
声

の
反
映
で
す
。 

２
０
日
の
総
務
常
任
委

員
会
の
審
議
を
受
け
市
長

は
、
こ
れ
ま
で
は
そ
れ
な

り
に
必
要
だ
っ
た
と
し
な

が
ら
も
、
今
後
の
方
向
に

つ
い
て
、「
議
論
す
る
時
期

に
き
て
い
る
」
と
、
こ
れ

ま
で
に
は
な
い
「
一
歩
踏

み
込
ん
だ
答
弁
」
を
し
ま

し
た
。 

 

引
き
続
き
、
公
正
で
民

主
的
な
行
政
の
推
進
へ
が

ん
ば
り
ま
す
。 

 


